２００６ＣＩＶＬ総会レポート
by Y.OKA

以下に速報を記述する。詳細は後日公表される議事録を参照されたい。

日程：２００６年２月１０日９：００－１８：００小委員会

　　　　　　　　２月１１日９：００－１８：００総会

　　　　　　　　　　１２日９：００－１３：００総会

場所：MOVENPICK Hotel,Lausanne,スイス

出席者：オーストラリア、オーストリア、ベルギー、カナダ（アメリカ合衆国へ委任）、クロアチア、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、アイスランド、イタリア、日本、韓国、リトワニア、メキシコ（スペインへ委任）、オランダ、ニュージーランド（オーストラリアへ委任）、ノルウエー、ポルトガル、ルーマニア、セルビア・モンテネグロ、スペイン、スウエーデン、スイス、トルコ、イギリス、アメリカ合衆国。

討議および議決事項

1． 第９回ワールドゲームは２００９年、台湾で開催される。ハングも何か出来ないか検討するように。小人数の招待選手で。

2． ２００７年のＨＧクラス１世界選手権の日付を８月８日から１８日へと変更する。承認

3． ＣＩＶＬの帳簿通貨をスイスフランからユーロに変更する。承認

4． ＩＰＰＩカードを値下げする。また、収入の一部をＦＡＩへ戻す。承認

5． 記録・バッジ・飛行承認小委員会のレポートが承認された。

その結果、新しいバッジ(ピン)（金・銀・銅・ダイアモンド）とワッペン（金・銀・銅）のデザインが決定された。３月末に完成予定。また、新しいバッジの要求事項も変更され、より獲得しやすいようになった。変更後の要求事項は：

デルタ銅　　　　　　クラス１　　　クラス２，５　　　クラス５

　距離または　　　　１５ｋｍ　　　１５ｋｍ　　　　　３０ｋｍ

滞空時間または　　１時間　　　　１時間　　　　　　１時間

獲得高度　　　　　　５００ｍ　　　５００ｍ　　　　　５００ｍ

デルタ銀　　　　　　クラス１　　　クラス２，５　　　クラス５

　距離および　　　　５０ｋｍ　　　６０ｋｍ　　　　　６０ｋｍ

滞空時間および　　３時間　　　　３時間　　　　　　３時間

獲得高度　　　　　１０００ｍ　　１０００ｍ　　　　１０００ｍ

デルタ金　　　　　　クラス１　　　クラス２，５　　　クラス５

　距離および　　　　１００ｋｍ　　１２５ｋｍ　　　　１５０ｋｍ

滞空時間および　　５時間　　　　５時間　　　　　　５時間

獲得高度　　　　　２０００ｍ　　２０００ｍ　　　　２０００ｍ

デルタダイアモンド　クラス１　　　クラス２，５　　　クラス５

オープン距離　　　１５０ｋｍ　　２００ｋｍ　　　　３００ｋｍ

獲得高度　　　　　３０００ｍ　　３０００ｍ　　　　３０００ｍ、

クローズ距離　　　１５０ｋｍ　　２００ｋｍ　　　　３００ｋｍ

イーグル銅　　

距離または　　　　　１５ｋｍ　　　　　

滞空時間または　　　１時間　　　　

獲得高度　　　　　　５００ｍ　

イーグル銀　　　

　距離および　　　　　３０ｋｍ　

滞空時間および　　　３時間　　

獲得高度　　　　　　１０００ｍ

イーグル金

距離および　　　　　７５ｋｍ　　

滞空時間および　　　５時間　　

獲得高度　　　　　　２０００ｍ　

イーグルダイアモンド

オープン距離　　　　　１２５ｋｍ

獲得高度　　　　　　　３０００ｍ

6． アクロバット小委員会のレポートが承認された。

＊その結果、２００６年第一回ＨＧ・ＰＧアクロバット世界選手権のローカルルールが承認された。

日程：２００６年８月１６日～２７日

場所：ヴィルヌーヴ、スイス

エントリー枠：ＨＧ（４＋２）

　　　　　　　　　ＰＧ（ソロ演技に対し、２月末ないし３月頭に発表される国別ランキングでトップ５以内の国は４＋２、その他の国は３＋１。シンクロ演技に対して性別に関係無く２チーム。ソロおよびシンクロ両方にエントリーすることも可。

エントリー締切：２００６年５月１５日

参加資格：ＨＧ：過去にヴェルティゴに参加したことの無い選手はＳ７Ａ、２．２項にリストアップされたマヌーバー（ウイングオーバー、スピン、ループ）を安全に演技できなければならない。

ＰＧ：ＷＡＰＲＳにランキングされていない選手はＳ７Ｂ，２．５項にリストアップされたマヌーバー（フルストール、テールスライド、ウイングオーバー、ＳＡＴ，ヘリコプター）を安全に演技できなければならない。

ＨＧ，ＰＧ共に予備予選を行い、上記資格を確認します。

使用機体：メーカーあるいは輸入代理店の使用承諾書が必要。

保険：参加申込書に記載されている保険の証明が必要。

エントリー費：パイロット４００ユーロ

　　　　　　　ソロとシンクロ両方に参加するパイロット６００ユーロ

　　　　　　　チームリーダー・アシスタント２００ユーロ

エントリー費に含まれるもの：キャンプサイトでの宿泊、食事と飲み物、会場での輸送、スモーク、公式パーティーへの入場、Ｔシャツ、ＩＤカード。
予選落ち（タスクが２本成立した時点でスケジュールに記載された方法で決定される）した選手には引き続き選手としての待遇を受けるか、一日につき１０ユーロを返却してもらい、選手としての待遇を放棄するかのどちらかを選択することができる。

＊Ｓ７Ｂの改定に関して：

カテ２大会でのプロテストの扱いを競技委員長が判断することにする（これまではシニアジャッジとプロテストに関係の無い選抜された２人の選手からなる陪審が決済することになっていた）。

賞金は必須ではなく、出すことができるとの表現に変更する。

規定演技のマヌーバーを決定するのは陪審（ＪＵＲＹ）ではなくジャッジ（ＪＵＤＧＥＳ）と変更する。

＊Ｓ７Ａの改定に関して：

賞金は必須ではなく、出すことが出来るとの表現に変更する。

１．６．４警告の項を全てＰＧのものに変更する。

7． ＨＧ小委員会のレポート

＊ＤＨＶから提出された安全基準（ピッチ安定が確認された機体を、確認された状態で使用しているかのチェックを大会で行う―ＡＮＮＥＸ１１）については安全性の拡大と大会主催者の賠償責任を軽減する恩恵が有るので作業部会を設けて、さらに検討して行く事とする。これはカテ１大会に適用することとし、今年のヨーロッパ選手権で試行する（ペナルティーを科さずに）。

＊オーストラリアからの提案（スコアリングにかんするもの―ＡＮＮＥＸ１４）はスコアリング作業部会へまわす。

＊ノルウエー（ＷＰＲＳポイントがつくための条件がカテ１とカテ２で異なる点を修正する―ＡＮＮＥＸ１５）とアイスランド（カテ２大会の成立のための最小参加人数を現行の１５人から８人に改める―ＡＮＮＥＸ１６）の提案に対して作業部会を設置して検討する。

＊緊急時の要件（ＡＮＮＥＸ１７）については必須とするのではなく、推奨事項とし、選手権開催の立候補時ならびに主催者用ハンドブックおよびスチュワードハンドブックに記載することとする。そのうちの何が備えられており、何が備えられていないかをスチュワードならびにセーフティディレクターがチェックする。

＊Ｓ７関連の討議事項（ＡＮＮＥＸ１９）については２．２０．１０．４項のストップされたタスクに対してはストップ時刻の十分前の時点で得点を計算することとし、３．３．１項のカテ２大会での最小人数ではクラス２に関しては人数を決めず、クラス５に関しては６人とすることになった。

＊ＤＨＶからの提案（クラス１の女子、クラス２，５とクラス１の大会を同じに開催する―ＡＮＮＥＸ２４）については様子を見るために懸案事項となった。

＊イタリアからの提案で懸案事項となっていたもの

スタートオープン時刻より前にスタートした場合のペナルティーについてはスコアリング・ランキング作業部会にプログラム的に可能かどうかを打診する。また、カテ２大会で採用し、様子をみる。

ダイレクトにＷＰＲＳポイントをアップロードできるようなフライト判定と得点計算をひとつにしたフリーのソフトをＣＩＶＬとして提供するにかんしてスコアリング・ランキング作業部会にまわす。

世界選手権でのチームサイズに関しては指示が少ないので却下された。

8． ＰＧアキュラシー小委員会レポートが承認された。

＊カテ２大会のおいて最低参加人数を現在の１５人から８人に変更する。

＊ランディング時の軽いハーネスの接地を許すかどうかについては適切な意見調整が出来なかったので見送る。

＊２００６年も２００５年に引き続き、ジャッジングセミナーを開催する。４回をヨーロッパ（リトワニア、アイスランドにプラス２カ国）、１回を日本、１回を北アメリカとする。これに要する費用の５０％をＡＲＩＳＦから補助してもらい、残りの５０％をＣＩＶＬの２００６年度予算に計上する。

9． ＰＧ小委員会のレポート

＊ポルトガルの提案（公平性をきすためにチームサイズの決め方を変更する―ＡＮＮＥＸ１８）に対して、ベースを現行の２＋１から３＋１とすることにし、追加の枠は現行同様、国別ランキング上位に優先的に割り振ることとしたが、これについてはポルトガルが総会で再審議を要求した。その結果ベースに関しては了承されたが、追加枠の割り振りはまず、全くランダムに抽出し、各国が１人の追加枠を獲得したら、さらにランダムに抽出するシステムとすることになった。

＊ＷＰＲＳポイントの与え方に対しての提案（日本からのもの―ＡＮＮＥＸ１２，ノルウエーからのもの―ＡＮＮＥＸ１５，アイスランドからのもの―ＡＮＮＥＸ１６）を合わせて検討し、１本成立でもＷＰＲＳポイントがつくように、Ｓ７Ｂからカテ２大会の成立条件から最低参加人数と、成立本数を削除することとする。

＊グライダーの飛行許可証に関して、ＰＷＣの最新のものを採用する。ただし、荷重試験は必須とする。また、ドイツ代表ステファン・マストをＰＷＣとＣＩＶＬのパイプとする。

＊オーストラリアからの提案（ストップタスクの成立条件をゴール者が１人いることから、スタートゲートが開いてからＸ分経過していたらに変更する―ＡＮＮＥＸ１３）は反対多数で却下されたが、オーストラリアが総会での再審議を要求した。しかし、総会でも反対が多数をしめ却下となった。

＊オーストラリアからのスコアリングソフトに関しての提案（ＡＮＥＸ１４）はもう少し様子を見ることにする。

＊２００７世界選手権ローカルルールはプレ大会の結果を見て再検討する。ゴールの切り方に関してはＰＷＣルールを踏襲（フィジカルラインが設置された場合は最初の１０名まではゴールマーシャルが順番とタイムを確認する。）することとする。

＊２００８パンアメリカン選手権inブラジル：主催者はＰＷＣを成功させた経験がある。ブラジルがＦＡＩ会費を支払うことを条件にＣＩＶＬビューローに全権を委任する。

＊セルビアでの２００８年ＰＧヨーロッパ選手権：主催者はＰＷＣを成功させた経験がある。立候補を受け入れるよう推奨する。

10． 環境問題小委員会を復活させ、対策を練って行くこととする。各国で有志を連絡すること。

11． ワールドエアーゲーム進展無し。

12． スコアリング・ランキング作業部会のレポート

＊オーストラリアからの提案（ＡＮＮＥＸ１４）

OZGAP2005をＲＡＣＥで選択できるようにする。新ＲＡＣＥで可能。

ＦＴＶを含める。現在不可能。

距離をシリンダーまでで計算する。新ＲＡＣＥで可能。

各ターンポイントで異なったシリンダー半径を設定する。新ＲＡＣＥで可能。

ハンディキャップを導入する。現在不可能。

ゴールしなかった選手にスピードポイントを与える。現在不可能。

既に配布されているＲＡＣＥのバージョンと関連付けられるレポートレイアウトの修正。新ＲＡＣＥで可能。

＊スタートオープン時刻以前にスタートした選手のペナルティに関して新ＲＡＣＥで可能。

＊既知のバグの修正、上記可能な追加事項を含む新らしいＲＡＣＥ２００６を作成する。予算が承認されれば２００６年の後半には用意が出来る。

13． 安全小委員会レポート

＊インシデントレポートフォームは承認

＊重傷事故の定義は２４時間以上の病院治療が必要なものとする。

＊ＨＧの安全基準に付いてはＨＧ小委員会で討議した。

＊緊急時の要求事項に関してはＰＧ小委員会で討議した。

＊通年の作業が出来るように世界中の連盟の安全ならびに教育担当者とのコンタクトが必要である。既にヨーロッパの連盟（ＥＨＰＵ（ヨーロッパハング・パラグライディング連合）を通して）、オーストラリア、カナダとは良好なコンタクトが取れる状況にある。その他の連盟の担当者の電子アドレスを送るようにお願いする。ＥＨＰＵのヨーロッパ政府ならびに議会に対して、我々のスポーツを守り、振興するためのこれまでの動きに関してはwww.ehpu.orgで確認することが出来る。

＊ＣＩＶＬのホームページの安全に関するページで安全情報を提供している各国連盟のリンクが貼られていることをパイロットに知らせて欲しい。

14． 財務担当からの決算報告、予算案は全会一致で承認された。

15． ２００６年度ＨＧディプロマは投票の結果、イタリアの推薦するアルフィオ・カロンティ氏に決定した。

16． ２００８年度選手権

＊ＰＧヨーロッパ選手権はセルビア・モンテネグロに

＊ＰＧアキュラシーヨーロッパ選手権はセルビア・モンテネグロに

＊ＰＧパンアメリカン選手権は条件付でブラジルに

＊アクロバット世界選手権はノルウエーに決定された。

17． ２００９年度ＰＧ世界選手権に対しメキシコとイタリアから予備立候補が表明された。

18． 役員選挙の結果

委員長にはフリップ・コツイエ(オランダ)

副委員長にジム・ザイセツ（アメリカ）、ジョン・オルドリッチ（イギリス）、アガスト・グドムンドソン（アイスランド）、スコット・トルケンセン（デンマーク）

事務局長にレオナルド・グリゴレスク（ルーマニア）、財務担当にステファン・マルボス(フランス)が再選された。

１９．次回会議は２月２，３，４日にフランスのタロワーで開催される。

